
 氏名 ・ (本籍)

 学位の種類

学位記番号

学位授 与年月 日

 学位授与の要件

研究科専門課程

学位論文題目

論文審査委員

さか い とよ さぷろり

 酒井豊三且区 (高知県)

理学博士

 理博第358号

 昭和48年3月27日

 学位規則第5条第1項該当

東北大学大学院理学研究栽
 (博士課程)地 学 専攻修了

 千葉県銚子地,域の最上部新生界の放散虫に
 よる化石層位学的・研究

 (主査)
教授浅野 清 教授畑井小虎
         教授北村 信

皿
四

緒言

岩石層位

総論

名洗層

春日層

小浜層

横根層

倉橋層

豊里層

古地磁気層位

文論

 放散虫による化石層位

目

次

  資料の採取および処理

 層位

 群集解析

  i 現生放散虫群集

 ii [層 』子・ 角星 和〒

 考察

 V地質年代

  新種について

 引用文献

  Abstraoも

』

5

飾一



論文内容要旨

  地域ごとに組立てられた碧卜乞は, 匠来春r旨や診も 化石に基づいて対比されてきた。 近年特に浮遊

 性徴化石の研究か進み, 以前tりはかなり正確な対比か刺'能になってきた。 また 浮遊性化石橦の

 最1初の出現の時期髭・・よひ絶滅の町馴は, かなり良レ・同町性を示ナものとして, 汎世界的な対比に梗

 用塔、P てきた、 しかし, そこでいう!rゴj時か, との程度の時間一D幅を もつもの か明 らかにされたもの

 は少ない。

  l南丘, 地球 ll輩 咳D 万 向か, ある時 期こ とに現在の /与 向と そ' の逆の 方向に 変 1ヒ して いるこ とが 励・

 っ、'1二。 地球磁場力変化は汎世:ノA的な現象であるから, この地球磁場ゆ変化を地層中て測定できれは

 」r=曜な地層対月二かで モニ る、、 さらにこの変化を基準にして, 浮遊・腔化石撞の出現・絶滅の地域差を知

 ることもできる。

  ・そこで, 放散中化石について化石層位を組むとともに, 塩漬残留磁気を測定し, 古地磁気層位を

 組 駄. 椙 話咲i岱=を ■考察し士也層対上ヒを1∫な つた。

  層に学的研究 ・) 進展とともレ⊂, 放散虫1ヒ石を崩いて汎世界的な対比 を行なえるようになってきて

 いる、、 しか し, これらD研究は壬としてボーリングコアサンプル を用いて行なわれているための試

 料を再度保服してf1丹究をけなうことは不可能である。 そこで, 繰返し試料を採取できる地表に露出

 している地層でグ)研究が必要となる。

  劃ゾ1究では最初に, 銚子地域に連続的に累積 している上部新生界について, ほぼ全層準に わたり

 適当な間哺ではさまれる火山砕屑初願を追跡し, 精度の高い岩石, 層位を組み, 下位より名流層・

 春日層・小浜層 ・樋炭層・倉橋層・豊里層の6嗜を識別 した。 そ してこの岩石層 〔立に纂づいて古地

 纏気層 位'化 5暫i,五ク研究を進めた。

  古地磁気層 [1Zに関しては, 春日層から倉滴層 中部ま での堆 積物について 20 m～ 0,5 m間隔で試

 料を採取し, 交流1翫滋・熱消磁による安定度の高いものを用いて層位 を組ん,だ。 春日層・横根層下

 部・横根 暦中 部〃.土に 正磁 砥 方向の卓越する層章が認められ, ま たこ れ らの間に 適確 極方向の卓

 越づ"る唐革が認められた。

  親子地域て 産出する鞠 200 瞳の放散虫化石のうち, 比較の多産する 陸および層 位学的に有効と

 言われている櫨 合計 78 Taxaについて産出頻度と噌亙的な range を詩べた。 この中に産出個

 体数が !曽 位的に 大きく 変化する 漣や, 産出層準が限られ る 陸が ある。 これ らの 変化が何に 起因 する

 かを諺ぺ, 旭の地域との対比に有 効な栓を見出『」トために, 銚子沖・釜石沖の海底堆 積物中の放散虫

 遺骸について研究を rT なう とと もに, 銚子地 威の放散虫化合群集に ついて因子 解訴を 得な つた。

  その結果, 取り扱った群集の変化には, 試料中破)放散虫の殻の 保存状態の変化の影響が最も強く

 現われており, 第2にばこれらの群渠を含む地層の堆積深度の変化の影響, 第3には寒冷・温暖両

 水塊の変動の影響か現わ∬/ ていることかわかった。

  群集を変化させるこれらの要因の個々の試料への影響の強さと, 個々の 龍の 産出状況を考察する

 ことにより・E㍑ジ島 4乞 1峨 η4 朔碑の の出現および消滅・ P亮r・凹溜麗湧 ρ丁パ

 η・偏 画肌 の消滅・ 加 叩丁・・y・∠僻 9α仰加商・砂 の出現および加印r・・y・∠σ3
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 ん8 加roporo3 の消滅, S舌y∠αオr払06砿3 脚琵 び8T3葛3 の消滅, E∠ 婦 0?π7ηα rL 娩一
 α3 就。乞 の消滅が他地域との対比 に有 効であり, 0η1規財 α7 甜3 孟 雇 7・α 昂 αrα服偲

 ・・γ・戚 翻3・Sp・π9α3舌6r 孟86Tα3 辞丁・94αr富・P孟 8r… ry3 3P・ の
 個体数は, 寒冷水塊の 伸張 κ伴なって増加することがわかった。

  また0・ 」∠・3Pんα げα 加 ゐ8T・3α,B砿 ・・乞 π・ 3Pんα¢ Tα 乞" αgrrこ 財α・ オ叩ん一

 かんopα 砲規 yp3z∠oπ の出現は倉橋層以上の層準にあることがわかった

  EUoyrA乞4謡初 寵α 加y吻α z1 の出現・消滅と 古地磁気層位の関係に基づいて, 北太平洋
 海域(Hays・ 1970 )と対比 し, P糎 rOoαη 協椛 pr乞3ηL 財 乞鮎肌 の消滅と古地磁気層位
 の関係に基づいて, 赤道太平洋海域(Ha" et al, 1969 )と対比した。

  その結果, 春日居の正磁極方向の卓越する層準はMatuyama 期の Gi ユ8a 亜期(海洋底 コア

 の研究では Oユd uvai 亜期とされている)に, 横根層 下部の正磁極方向の卓越する層準は 同期の

 Jaramil lo 亜期に, 横根層中部 以上 の正磁極期の卓越する層準は Burunhe8 期に当ること

 がわかった。

  そして, 鮮新世・更新世の 境界がGi l8a 亜期伺近にあるとされるこ とか ら, 春日居の中に鮮耕

 世・更新世の境界が置 かれ, 小浜層 以上の地 層は更新統に, 名洗層は鮮新統に対比される。

  本論文 で新種とした2檀の概要を伺 記 し, 巻 禾に, 取り扱った 78 TaXaの顕微鏡 写真を伺 し

 た。
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 論文審査結果の要旨

  千葉県銚子地域には, 上部新生界の地層詳が連続的に発達 してお・り, わが国上部新生界の 研究に

 は, 最適な地域と して多くの報告が出さ れているが, その層位区 分とか, 時代区分等について は,

 定説がなく, 概略的なことしか知られていなかった。

  そこで, 酒ヰは, まず, 本地域の層 位区分について精密な野外調査を行い, 多ぐの凝灰岩質の鍵

 層を認定することによ って, その分布を明確にし, 下位より上位にかけて, 名洗, 春日, 小浜, 横

 根, 倉橋, 豊里の6層を識別し, その地質図を作成した。 そ して, これらの層序を基礎と して, 約

 10m間隔を原則と して絢50 個の定 方位ボーリングコアを採集, これらを古 地磁気測定用の資料と

 するとともに, 微化石とくに放散虫化石の層位的分布認定の資料・とした。

  これら資料の分析 ・実験結果から古地磁気学 的には. 上位より Burun hes 期.Matuyam a期

 の 存在することを確.忍 し, とくに. そのうに介在 するGilsa 亜期・ 」巳ram il lo 亜期の位置づ

 け士ナる ことに成功してレ・る。

  放 故虫 1ヒ石に ついては, 多数の 種の 鑑定を電 子顕微鏡のもとで実施 し、 そのうちの 特徴種につい

 ては, 出現の時期と ～肖 減の時期 とを明確にする こと によ って, 古地磁気層 序との関係を明らかに し,

 吊近海洋底の堆積物の研究から知られている国際対比の基準データとの関連から, 本地域の新生界

 地層詳の時代論を展開してい・る。

  それによると. 鮮 所匿～更新世の境界(古地磁気学層序てはGi-6a血潮)が春 日層と呼ばれる

 地層のうちに位置し, 小浜層以上の地層は更新統に, 名洗層は鮮新統であるとの結論を出 した。

  なむ酒 押は銚子沖, 釜石沖の海底堆 積物に含ま,几 る放散虫群と本地域の化石群とを. 因子解析 法

 で比較し, 呑地層の堆積環境をも推定した。

  よって, 酒 月二提出の 論文は理学 博士の学位論文と して 合格と認める。
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